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シルバーだより　由布

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆

様
方
、
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
さ
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
創
設
し
た
由
布
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
実
績
を

積
み
重
ね
、
平
成
24
年
４
月
「
公
益
社
団
法
人

由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
由
布
市
シ
ル
バ
ー

公
益
社
団
法
人
由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

獅
々
賀 

福
生

人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
め
ざ
す

た
め
広
報
誌
の
発
行
を
決
定
、
今
回
め
で
た
く

創
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
自
主
・
自
立
・
協
働
」
こ
れ
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
す
。
会
員
皆
様

が
仲
良
く
、
楽
し
く
高
年
齢
に
な
っ
て
も
働
け

る
場
所
で
、
経
験
と
技
能
を
活
か
し
て
地
域
社

会
の
健
全
活
性
化
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
注
件
数
、
契
約
金
額
と
も
に
昨
年
度
比
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
関
係
者
及
び
発
注

者
と
会
員
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
場
で
は
、
仕
事
に
馴
れ
て
も
油
断
は
し
な

い
、
又
無
理
も
し
な
い
、
自
分
の
身
体
は
自
分

が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
健
康

第
一
、
安
全
第
一
で
す
。

　

平
成
24
年
10
月
に
湯
布
院
に
連
絡
所
も
開
設

し
ま
し
た
。
受
注
も
増
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も

公
益
社
団
法
人
由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

獅
々
賀 

福
生

馬
見
塚 

公
男

桑
元
春
一

清
水 

平
八
郎

松
井 

タ
ミ
子

門
脇
英
二

賀
來
富
彦

内
藤
和
文

工
藤 

佐
津
喜

伊
藤
博
通

工
藤
眞
一

安
部
勝
昭

丹
生
文
雄

理
事
長

副
理
事
長

理

事

監

事

明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願いいたします

理
事
・
監
事
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シルバーだより　由布

由布市シルバー人材センターのあゆみ
平成13年（2001年）４月
任意団体　「挾間町シルバー人材センター」設立

平成17年（2005年）10月
市町村合併により
「由布市シルバー人材センター」に改称

平成19年（2007年）11月
社団法人取得
「社団法人由布市シルバー人材センター」となる

平成24年（2012年）４月
公益社団法人認定
「公益社団法人由布市シルバー人材センター」として
現在に至る

平成24年（2012年）10月
湯布院町に連絡所を開設

会
員
数
（
人
）

地域別 男 性 女 性 計
挾　間 94 43 137
庄　内 17 3 20
湯布院 27 4 31
計 138 50 188

　全国を代表する観光地の湯布院地区では
近年シルバー人材センターへのニーズも増
加しているため、湯布院連絡所を設置して
人材の掘り起こしと会員増を強化すること
になりました。
　おかげ様で開設以来、地区の会員さんも
増加して様々な仕事で活躍しています。
　今後も、由布市シルバー人材センター湯
布院地域の拠点として積極的に活動いたし
ます。

由布市湯布院町川南8 0 5番地 2
電話/FAX 0977-84-2813

湯布院連絡所
所長　田中 正孝

湯布院連絡所
平成24年10月開設

H25.12.１現在
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去
る
五
月
三
十
日
㈭
午
前
十
時
よ
り
、
は

さ
ま
未
来
館
大
研
修
室
に
於
い
て
、
会
員
数

一
五
二
名
（
委
任
状
含
む
）
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
の
後
獅
々
賀
理
事
長
が
挨
拶
し
、

事
業
実
績
が
前
年
度
を
上
回
っ
た
こ
と
、
今
後

と
も
役
職
員
・
会
員
共
々
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普

及
推
進
を
図
り
た
い
等
新
年
度
に
向
け
て
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
賓
の
由
布
市
長
代
理
の
福
祉
対
策
課

の
伊
藤
博
通
課
長
様
よ
り
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
議
長
の
選
任
が
あ
り
芦
刈

賢
治
さ
ん
を
指
名
、
議
事
録
署
名
人
に
後
藤
友

章
さ
ん
、
松
下
文
子
さ
ん
の
両
名
を
指
名
し
、

承
認
さ
れ
た
後
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
と
し
て

第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て
」

第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
報

告
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

第
三
号
議
案
「
公
益
社
団
法
人
由
布
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
」

第
四
号
議
案「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て（
補
充
）」

　

尚
、
第
四
号
議
案
承
認
後
、
新
役
員
の
伊
藤

博
通
理
事
、
内
藤
和
文
理
事
、
工
藤
佐
津
喜
理

事
の
紹
介
と
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
案
事
項
と
し
て
「
平
成
二
十
五
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
」「
平
成
二
十
五
年
度
収
支
予

算
並
び
に
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て
」

　

以
上
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
事
務
局
か
ら

詳
細
な
説
明
が
あ
り
各
号
の
議
案
審
議
が
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
由
布
市
保
健
師
の
一
木
ア
サ
子
氏
に

よ
る
「
安
全
就
業
の
た
め
に
は
健
康
第
一
」
と

題
し
て
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
で
歓
声
が

上
が
る
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
の
中
、
会
員

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

平
成
二
十
五
年
度

定
時
総
会
開
催

理事長挨拶一木アサ子氏の記念講演

（4）シルバーだより　由布



　

県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
「
安

全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
」（
７
月
１
日

〜
31
日
）
の
一
環
と

し
て
公
募
し
た
安
全

標
語
の
審
査
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
全
県
で
５
２
８
作
品
が

集
ま
り
由
布
市
か
ら
43
作
品
が
応
募
、
優

秀
賞
１
名
、
佳
作
２
名
、
エ
ッ
セ
イ
１
名

が
入
賞
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度 

安
全
標
語

由
布
市
か
ら
４
人
が
入
賞
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

優
秀
賞　
　

川
野　

是

安
全
と
　
思
っ
て
い
て
も
　
再
チ
ェ
ッ
ク

佳　

作　
　

清
水　

平
八
郎

こ
れ
く
ら
い
　緩
む
心
が
　事
故
の
も
と

エ
ッ
セ
イ　

後
藤　

喜
重

「
自
分
だ
か
ら
こ
そ
　
出
来
る
」

佳　

作　
　

飯
野　

正
一

安
全
は
人
に
頼
る
な
　
ま
か
せ
る
な

自
分
が
つ
く
る
安
全
意
識

きれいに刈ります剪定作業

草取り作業

草刈り作業

会員の活動風景

ふぅー ちょっと一服 水分補給

平成２５年の「挾間きちょくれ祭り」協賛のバザーは、多くの会員と、ゆめネット由布学習会が出品や準備・
販売を担ってくださり、おかげ様で売上金の一部を由布市社会福祉協議会に寄附いたしました。

いきいき
活躍！

さぁ～
きちょくれ
みちょくれ
買っちょくれ
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今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
社
会
が
進
む
と
予
想

さ
れ
る
中
、
周
辺
樹
木

の
剪
定
、
草
刈
り
、
庭

木
の
管
理
等
困
難
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織

が
あ
る
と
聞
き
、
当
初
申
込
み

に
一
部
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い
き
っ
て

申
込
ん
だ
結
果
格
安
で
立
派
に
作
業
さ
れ
て
お

り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園
田 

久
夫

今
で
は
ほ
ぼ
毎
日
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
方
ば
か
り
で
助
か
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
、
ほ
ぼ
４
年

に
な
り
ま
す
。
主
に
玄
関
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
片
付
け
等

の
業
務
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
人
柄
も
よ
く
、
お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ
と
も
和
気

藹
々
と
仕
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ゴ
ル
フ
が
好
き
な
方
ば
か
り
で
、
よ
く
お
仲
間

を
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
営
業
面
で
も
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
少
な
く
な
っ
た
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
の
ポ
ー
タ
ー
業

務
を
、 

月
に
数
日
間
の
契
約
で
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、

今
で
は
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

そ
れ
に
皆
さ
ん
明
る
い
方
ば
か
り
で
本
当
に
助
か
っ
て
い

ま
す
。

大
分
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

マ
ス
タ
ー
室　

甲
斐　
誠

庄内町　園田 久夫様

助
か
っ
て
ま
〜
す
！

明るい笑顔でお客様
お迎え作業！！
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シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
を
お
借

り
し
て
、
由
布

市
在
住
で
五
十

歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
愛
好
者
が

集
ま
り
勉
強
会

や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
撮
影
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

由
布
市
内
の
小
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
指
導

の
お
手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
外

部
パ
ソ
コ
ン
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
め
ネ
ッ
ト
由
布
」
の
勉
強
会
を
見
学

し
た
い
方
、
ま
た
は
入
会
ご
希
望
の
方

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

☎
０
９
７
―
５
８
３
―
３
８
８
４（
小
森
）

事務分野事務分野

管理分野管理分野

技術を必要と
する分野
技術を必要と
する分野

専門技術分野専門技術分野

サービス分野サービス分野

屋内外の
一般作業
屋内外の
一般作業

文書管理事務、
毛筆筆耕、宛名書き、
受付事務など

ふすま張り、大工仕事
ペンキ塗り、和洋裁
植木の手入れなど

屋内外清掃、
樹木消毒
除草、草刈り、
チラシ配布など

車運転、重機運転、家庭教師、
パソコン指導、経理事務など

家事援助サービス
縫製など

建物、施設管理
駐車場管理など

入
会
の
お
申
し
込
み

①
由
布
市
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、　

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
理
念
・
目
的
・
趣
旨
を
理
解
し
、
賛
同

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込
書
を
提
出
し
て
頂
き

ま
す
。

③
年
会
費
２
０
０
０
円
（
申
込
時
納
付
）

④
入
会
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
☎
０
９
７
―
５
４
０
―
７
９
９
２

由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕
事
内
容
と
会
員
登
録

気
軽
に
入
会
！

ゆ
め
ネ
ッ
ト
由
布

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
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定
年
で
家
庭
に
入
っ
た
も
の
の
、
何
と
な
く

心
も
体
も
の
ん
び
り
と
し
て
、
体
重
も
増
え
て

…
こ
ん
な
こ
と
で
は
大
変
だ
な
あ
、
と
思
っ
て

い
た
矢
先
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を

知
り
早
速
入
会
し
ま
し
た
。
何
の
特
技
も
な
い

私
に
は
青
空
の
下
で
の
草
取
り
作
業
が
最
適
で

し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
で
大
変
で
し
た
が
、
ご

挾
間
町　

水
気 

貞
子

一
緒
下
さ
る
会
員
の
方
々
か
ら
要
領
を
教
わ
り

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
か
ら

見
れ
ば
理
解
で
き
な
い
話
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
家
に
こ
も
ら
ず
に
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

も
う
少
し
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
誰
の
紹
介
で
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
シ

ル
バ
ー
に
加
入
し
て
３
年
位
に
な
る
。
最
初
は

挾
間
の
医
大
が
丘
か
ら
庄
内
の
運
動
公
園
や
由

布
市
全
域
を
廻
っ
た
。
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
先

輩
や
同
僚
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
乍
ら
今
日
ま
で

経
過
し
て
い
る
。

　

段
取
り
８
割
と
言
う
が
ま
さ
に
そ
の
通
り
の

事
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

体
重
も
80
㎏
か
ら
72
㎏
と
標
準
体
重
と
成
り

動
き
も
軽
く
な
っ
た
。
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
高
所

剪
定
な
ど
も
楽
に
出
来
る
様
に
成
っ
た
。
剪
定

に
し
て
も
草
刈
り
に
し
て
も
、
あ
と
が
楽
し
く

な
る
瞬
間
が
見
過
ご
せ
な
い
。
依
頼
人
の
笑
顔

が
至
福
の
ひ
と
と
き
と
な
る
。
心
の
乱
れ
も
修

復
さ
れ
る
。
緊
張
感
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
日
々
を
送
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
働
け
る
の
か
わ

か
ら
な
い
が
、
自
然
を
相
手
に
し
な
が
ら
ど
っ

ぷ
り
と
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
に
浸
っ
て
い
た
い
。

編
集
後
記

　

昨
年
七
月
十
日
第
一
回
広
報
委
員
会

が
開
か
れ
、
広
報
誌
の
編
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
カ
メ
を
駆

使
し
て
、
手
探
り
な
が
ら
何
と
か
形
に

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
皆
様
の
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
啓
発
・
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
一
同

湯
布
院
町　

江
藤 

明
彦

挾間町　水気 貞子さん

湯布院町　江藤 明彦さん

（8）シルバーだより　由布


